ペースト状食品の嚥下動作の開始には、機械的性質より潤滑性が強く作用する by 小野  和子
TRIBOLOGICAL RATHER THAN MECHANICAL ATTRIBUTES
AFFECT THE INITIATION OF SWALLOWING PASTY FOOD






論 文 内 容 要 旨
【背景】食塊の安全な嚥下のためには，食品が口腔内で咀嚼され嚥下を起こす食塊性状について明ら
かにすることが重要であるが，これまでの研究では個々の食品に限局した食塊性状の追求がほとんど
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水分量 75% から飲めると評価した被験者が徐々に増加し，水分量 80% で被験者の半分以上が嚥下可能
と評価した。水分量 60% の試料を嚥下まで保持した食塊の硬さは平均 15.3N で，水分量 80% の硬さ平





り，潤滑性の上昇が嚥下開始に関与するという Dual threshold model を支持する結果となった。また，
マッシュポテトにおける嚥下の開始には，硬さよりも潤滑性が強く影響することが明らかになった。




















は 15.3N で，水分量 80％の試料の平均硬さである 4.5N まで低下しなかったが，移送速度の方は平均
339mm/s で水分量 85％の試料の平均移送速度に近似していた。
本研究によって，マッシュポテトの嚥下開始においては，試料の水分量と，吸水性，潤滑性，感覚
的特性との間に関連性が認められ，水分量の増加に伴い吸水性の低下と潤滑性の上昇が生じ，潤滑性
の上昇によって口腔内感覚が嚥下可能と判断していることが示唆された。また，マッシュポテトの嚥
下を開始するための因子として，食塊の硬さよりも潤滑性が強く影響していることが示された。これ
らの知見ならびに新たに開発した食塊移送速度評価法は今後の嚥下機能の研究に大きく寄与すると考
えられる。よって，本論文は博士（歯学）の学位に相応しいものと判断する。
